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︵
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一
二
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〇
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ト
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プ
レ
ス
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威
容

国
際
産
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遺
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保
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会
︵
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h
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te
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a
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n
a
l
C
o
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m
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C
o
n
se
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a
tio
n
o
f
th
e
In
d
u
stria
l
H
e
rita
g
e
:
T
IC
C
IH
︶
の
一

三
回
国
際
会
議
︵
T
IC
C
IH
2006︶
が
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
イ
タ
リ
ア
・

ロ
ー
マ
近
郊
の
小
都
市
テ
ル
ニ
︵
T
e
rn
i︶
で
開
催
さ
れ
た
。
T
IC
C
IH

は
、
一
九
七
八
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
設
立
さ
れ
、
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
北
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
六
〇
カ
国
五
〇
〇
名
以
上
の
会
員
を
擁
す
る

産
業
遺
産
に
関
す
る
唯
一
の
国
際
組
織
で
あ
り
、
三
年
に
一
度
、
国
際
会

議
が
開
催
さ
れ
る
。
今
日
、
島
根
県
石
見
銀
山
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登

録
な
ど
で
産
業
遺
産
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、�
T
IC
C
IH
2006�
へ
の

参
加
を
見
聞
録
と
し
て
ま
と
め
、
海
外
で
の
産
業
遺
産
の
保
存
・
再
利
用

等
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
よ
う
。

テ
ル
ニ
は
、
今
回
の
�
国
際
会
議
�
ま
で
、
正
直
に
言
っ
て
、
全
く
名

前
も
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
地
図
を
探
し
て
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
な
ん
で
こ
ん
な
地
方
都
市
で
�
国
際
学
会
�
を
開
催

す
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
か
ら
普
通
列
車
で
約
一

時
間
三
〇
分
ぐ
ら
い
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ン
ブ
リ
ア
州

の
テ
ル
ニ
の
�
小
さ
な
駅
舎
�
を
出
て
と
た
ん
、
そ
の
疑
念
は
吹
っ
飛
ん

で
し
ま
っ
た
。
そ
の
駅
前
に
は
、“
一
二
〇
〇
〇
ト
ン
”水
圧
プ
レ
ス
機︵
写

真
１
︶
が
威
風
堂
々
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
の
製
鉄
町
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（写真１ テルニの町の象徴、12000ト

ン水圧プレス機）
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で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
で
最
初
の
近
代
的
な
鉄
鋼
工
場
で
、
一
九
三
五
年
か

ら
一
九
九
一
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
“
テ
ル
ニ
・
ジ
ァ
イ
ア
ン
ト
”
と

呼
ば
れ
た
“
一
二
〇
〇
〇
ト
ン
”
プ
レ
ス
機
は
、
テ
ル
ニ
の
�
町
の
記
念

碑
�
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
駅
前
に
移
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
現
代
の

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を
思
わ
せ
る
そ
の
�
圧
倒
的
な
威
容
�
に
、
た
だ
た
だ
�
己

の
無
知
�
を
恥
じ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、�
町
の
記
念
碑
�
と
し
て
の
“
一
二
〇
〇
〇
ト
ン
”
プ
レ
ス
機

に
は
、
別
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
こ
と
を
、
後
に
知
る
。
第
一
次
大
戦

時
ま
で
に
イ
タ
リ
ア
の
軍
需
工
場
と
し
て
砲
弾
や
装
甲
ド
ー
ム
︵
ま
た
日

露
戦
争
時
に
活
躍
し
た
巡
洋
艦
�
春
日
�
の
装
甲
板
︶
な
ど
作
る
重
要
な

軍
需
用
の
国
営
製
鋼
工
場
を
中
心
に
、
電
気
化
学
な
ど
の
重
工
業
地
帯
と

し
て
発
展
し
た
テ
ル
ニ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
一
九
四
三
年
八
月
、

連
合
軍
か
ら
激
し
い
空
爆
を
加
え
ら
れ
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
“
一
二
〇
〇
〇
ト
ン
”
プ
レ
ス
機
は
、
テ
ル
ニ

の
�
町
の
記
念
碑
�
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在
、
同
工
場
は

T
h
y
sse
n
K
ru
p
p
特
殊
鋼
工
場
︵
T
e
rn
i︶
と
な
っ
て
い
る
が
、�
国
際

会
議
�
中
に
見
学
で
き
、
稼
働
中
の
一
二
六
〇
〇
ト
ン
プ
レ
ス
機
の
迫
力

あ
る
姿
を
間
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
事
は
、
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー

で
あ
っ
た
︵
写
真
２
︶。

二

�
T
IC
C
IH
2
0
0
6


と
テ
ル
ニ
の
産
業
遺
産

し
か
し
、�
T
IC
C
IH
2006�
が
テ
ル
ニ
で
開
催
さ
れ
た
の
は
、�
町
の

記
念
碑
�
と
し
て
の
一
二
〇
〇
〇
ト
ン
プ
レ
ス
機
の
保
存
だ
け
に
あ
っ
た

訳
で
は
な
い
。�
T
IC
C
IH
2006�
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
。

�
T
IC
C
IH
2006�
は
、︹
一
︺
テ
ル
ニ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
︵
九
月

一
四
日
か
ら
一
八
日
︶
と
︹
二
︺
ポ
ス
ト
コ
ン
グ
レ
ス
と
し
て
企
画
さ
れ

た
イ
タ
リ
ア
産
業
遺
産
の
現
地
視
察
︵︵
P
o
st-C
o
n
g
re
ss
Itin
e
ra
ry
︶

か
ら
構
成
さ
れ
た
︵︹
二
︺
の
ポ
ス
ト
コ
ン
グ
レ
ス
の
現
地
視
察
は
、
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
︶。

国
際
会
議
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ク
ロ
ア
チ
ア
等
の
旧
東
欧
圏
を
含
め
た

Ｅ
Ｕ
、
ペ
ル
ー
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
中
・
南
米
さ
ら
に
は
�
極
東
�
の
日

本
、
台
湾
さ
ら
に
中
国
か
ら
も
初
め
て
公
式
出
席
が
あ
る
な
ど
四
〇
カ
国

か
ら
八
〇
〇
人
を
超
え
る
人
び
と
が
参
加
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
�
世
界
の
産
業
遺
産
︵
In
-

d
u
stria
l
H
e
rita
g
e
in
th
e
w
o
rld
︶
の
全
体
会
議
報
告
後
に
、
今
回
の

テ
ー
マ
：�
産
業
遺
産
と
都
市
の
変
容
�︵
In
d
u
stria
l
h
e
rita
g
e
a
n
d

u
rb
a
n
tra
n
sfo
rm
a
tio
n
︶
と
�
生
産
地
域
と
産
業
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
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（写真２ 現在稼働している Thyssen

Krupp 特殊鋼工場の12600トンプレ

ス機）



︵
p
ro
d
u
ctiv
e
a
re
a
s
a
n
d
in
d
u
stria
l
la
n
d
sca
p
e
s︶
に
関
す
る
分
科

会
、
さ
ら
に
産
業
遺
産
保
存
に
関
わ
る
一
六
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︵
産
業

遺
産
に
関
わ
る
調
査
方
法
・
法
律
問
題
、
産
業
遺
産
の
復
元
、
再
生
・
移

転
、
産
業
遺
産
の
保
存
と
管
理
、
財
団
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
博
物
館
等
、
産

業
の
役
割
と
歴
史
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
文
化
観
光
と
産
業
観
光
の
利

用
、
産
業
遺
産
に
関
す
る
人
材
・
専
門
家
の
訓
練
や
技
法
、
産
業
遺
産
と

�
複
合
的
規
模
�
で
の
開
発
、
技
能
・
熟
練
、
専
門
的
・
伝
統
生
産
、
文

章
保
管
な
ど
と
と
も
個
別
産
業
分
野
︱
農
業
・
食
品
、
繊
維
と
衣
服
、
鉄

鋼
・
機
械
、
鉱
業
、
化
学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
ラ
イ
ン
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
イ
ン
フ
ラ
︱
等
で
約
二
五
〇
本
以
上
の
報
告
講
演
が
あ
り
、
各
国
・

諸
地
域
で
の
産
業
遺
産
の
保
存
や
再
利
用
、
産
業
観
光
の
現
状
と
問
題
点

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
産
業
遺
産
に
関
す

る
多
様
な
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
が
、
色
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
行
わ
れ
、
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

国
際
会
議
が
進
む
に
つ
れ
て
、�
T
IC
C
IH
2006�
の
開
催
地
に
テ
ル
ニ

選
ば
れ
た
理
由
が
、
な
ん
と
な
く
理
解
で
き
始
め
た
。
緑
豊
か
な
ウ
ン
ブ

リ
ア
州
で
中
世
風
の
旧
い
町
並
み
を
今
に
伝
え
る
テ
ル
ニ
は
、
パ
ド
ル
製

鉄
の
他
に
手
工
業
的
な
製
粉
・
皮
革
業
、
小
規
模
な
綿
業
や
羊
毛
業
を
擁

し
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら
製
鉄
業
を
中
心
に
工
業
化
が
進
み
、
二

〇
世
紀
に
は
イ
タ
リ
ア
で
最
初
の
近
代
的
鉄
鋼
業
が
発
展
し
、
さ
ら
に
ネ

ラ
-
ブ
ェ
リ
ノ
︵
N
e
ra
-V
e
rin
o︶
河
渓
谷
の
豊
富
な
水
系
を
利
用
し
た

発
電
所
を
基
盤
に
炭
素
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
ア
セ
チ
レ
ン
な
ど
の
電
気
化
学

工
場
も
建
設
さ
れ
、
重
工
業
の
生
産
地
域
と
し
て
発
展
し
、
テ
ル
ニ
の
�
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
︵
風
景
・
風
土
︶�
を
永
遠
に
�
変
容
�
し
て
し
ま
っ
た
。

会
社
が
、
テ
ル
ニ
の
都
市
や
地
域
計
画
に
重
要
な
装
置
の
役
割
を
担
う
よ

う
に
な
り
、
ま
た
、
会
社
が
労
働
者
の
住
宅
や
職
業
学
校
、
映
画
館
、
劇

場
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
擁
す
る
よ
う
に
な
り
、
町
や
地
域
の
経
済
生

活
の
み
な
ら
ず
社
会
・
文
化
面
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

重
工
業
の
生
産
地
域
と
し
て
の
テ
ル
ニ
に
お
け
る
工
場
・
発
電
所
・
河
川

流
域
、
さ
ら
に
住
宅
や
労
働
者
の
建
物
な
ど
は
、
巨
大
な
会
社
の
支
配
の

象
徴
と
な
り
、
そ
の
役
割
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
三
〇
年
あ
ま
り
の
間
に
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
町

の
産
業
の
歴
史
を
担
っ
て
き
た
会
社
が
移
転
や
撤
退
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
く
の
工
場
が
�
過
去
の
物
言
わ
ぬ
記
念
碑
�
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
ま
で
テ
ル
ニ
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
︵
風
景
︶
を
構
成
し
て
い
た
諸
工

場
や
建
物
は
、
も
は
や
当
初
の
役
割
が
か
わ
り
、
調
和
し
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
工
業
化
の
象
徴
は
、
都
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
不
可
欠
な
�
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
�
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、

工
業
化
の
象
徴
で
あ
る
産
業
遺
産
の
保
存
、
再
生
、
再
利
用
が
、
単
に
約

一
世
紀
半
の
過
去
の
み
な
ら
ず
未
来
の
視
点
か
ら
し
て
も
、
地
域
の
復
興

や
人
々
の
生
活
の
盛
衰
を
左
右
す
る
不
可
欠
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

�
T
IC
C
IH
2006�
の
国
際
会
議
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
︵�
産
業
遺
産
と
都

市
の
変
容
�
と
�
生
産
地
域
と
産
業
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�︵
日
本
語
訳
で

は
風
景
、
景
色
、
地
形
等
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
場
合
、

独
自
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
︶
の
典
型
あ
る
い
は
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち

産
業
遺
産
の
保
全
、
再
生
に
よ
る
�
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
の
再
形
成
が
、

こ
の
小
都
市
テ
ル
ニ
で
あ
る
。
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三

主
催
者
の
意
気
込
み
と
�
イ
タ
リ
ア


的
運
営

国
際
会
議
で
は
、
分
科
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
同
時
に
産
業
遺
産
の

見
学
︵
V
isit︶
な
ど
主
催
者
の
意
気
込
み
を
感
じ
さ
せ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
、
猛
烈
に
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

一
四
日
の
初
日
に
は
、
テ
ル
ニ
到
着
後
、
直
ぐ
に
二
〇
世
紀
初
頭
に
建

設
さ
れ
、
現
在
も
稼
働
す
る
ネ
ラ
-
ブ
ェ
リ
ノ
︵
N
e
ra
-V
e
rin
o︶
河
渓

谷
の
M
o
n
te
S
a
n
t
A
n
g
e
lo
水
力
発
電
所
を
見
学
。
次
い
で
、
旧
電
気

化
学
工
場
P
a
p
ig
n
o
跡
を
再
利
用
し
た
映
画
ス
タ
ジ
オ
︵
C
in
e
c
ittà

S
tu
d
io
s︶
で
、
テ
ル
ニ
や
ナ
ル
ニ
市
長
な
ど
主
催
者
ら
五
人
の
い
つ
も
の

な
が
な
が
と
し
た
�
歓
迎
の
辞
�
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
と
ウ
ェ

ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
︵
写
真
３
︶。
こ
の
電
気
化
学
工
場
は
、

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
創
業
さ
れ
一
九
二
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
大
規
模

に
操
業
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
か
ら
映
画
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
再
利

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
帰
路
に
深
夜
の
一
一
時
に
か
か
わ
ら
ず
、
雨

の
な
か
わ
ざ
わ
ざ
M
a
rm
o
re
瀑
布
見
学
が
行
わ
れ
、
確
か
に
�
一
見
の

価
値
�
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
会
期
間
中
の
本
部
で
あ
る
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
多
様

な
会
社
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
後
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
八
五
年
の
破

綻
ま
で
化
学
の
研
究
を
担
っ
て
い
た
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
︵
旧
イ
タ
リ
ア
産
業
研
究

協
会
︶
の
一
部
が
、
博
物
館
と
し
て
再
生
・
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

旧
研
究
所
の
設
備
跡
を
残
し
つ
つ
も
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
多
彩
な
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
︵
写
真
４
︶。

ま
た
、
ラ
ン
チ
だ
け
の
た
め
に
移
動
し
た
テ
ル
ニ
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
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（写真３ オープニングセレモニー会場となった旧電気化学工場 Papigno 跡を再利用し

た映画スタジオ）
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セ
ン
タ
ー
は
、
一
八
九
〇
年
に
創
業
さ
れ
た
旧

B
o
sco
機
械
工
場

︵
m
e
ch
a
n
ics
w
o
rk
sh
o
p
︶
を
、
一
九
八
五
年
に
テ
レ
ビ
や
映
画
の
ス

タ
ジ
オ
の
た
め
の
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
う
も
、
テ
ル
ニ
で
目

に
し
た
化
学
工
場
や
機
械
工
場
跡
を
、
製
造
業
に
か
わ
り
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
や
映
像
・
映
画
な
ど
の
新
た
な
産
業
︵�
創
造
的
産
業
�︶
に
再
生
・
再
利

用
す
る
と
言
う
発
想
は
、
一
九
八
五
年
Ｅ
Ｕ
で
始
め
ら
れ
た
脱
工
業
化
を

目
指
し
た
�
文
化
を
生
か
し
た
都
市
作
り
�
の
一
連
の
動
き
と
連
動
す
る

よ
う
に
思
え
る
。

さ
ら
に
、
国
際
会
議
に
お
け
る
二
つ
の
分
科
の
会
場
で
あ
る
P
a
la
z
z
o

G
a
z
z
o
li
や
P
a
la
z
z
o
d
i
P
rim
a
v
e
ra
は
、
産
業
遺
産
で
は
な
い
が
中

世
風
の
旧
い
町
並
み
の
一
角
に
あ
る
建
物
を
最
新
の
設
備
を
備
え
た
会
議

施
設
に
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︵
写
真
５
︶。
テ
ル
ニ
の
街
並
み
を

み
て
も
、
産
業
遺
産
の
保
存
、
再
利
用
し
つ
つ
脱
工
業
を
目
指
す
都
市
の

�
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
作
り
の
様
子
が
う
か
が
え
た
。
国
際
会
議
中
、
ホ

テ
ル
や
会
議
場
間
は
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た
が
、
イ
タ
リ
ア
式
の
何
時
来

か
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
で
、
散
歩
が
て
ら
に
徒
歩
で
移
動
し
た
。
数

万
規
模
の
街
で
あ
る
テ
ル
ニ
の
中
心
街
は
、
約
三
〇
分
前
後
で
歩
け
る
距

離
で
あ
っ
た
。
テ
ル
ニ
は
一
七
・
八
世
紀
の
町
並
み
と
と
も
に
個
性
豊
か

な
服
や
カ
バ
ン
な
ど
を
取
り
揃
え
た
専
門
店
が
連
な
る
商
店
街
︵
日
本
の

同
規
模
の
街
で
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
と
全
く
趣
が
違
う
︶
さ
ら
に
、
一

九
世
紀
・
二
〇
世
紀
の
建
造
物
な
ど
街
全
体
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
漂

わ
せ
て
い
た
︵
写
真
６
︶。

た
だ
、
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
テ
ル
ニ
の
�
風
景
�

を
構
成
し
て
い
る
も
の
の
一
部
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て

の
会
社
の
管
理
者
・
技
術
者
住
宅
、
労
働
者
の
職
業
学
校
や
労
働
者
住
宅

― 6 ―

（写真５ 分科会場である Palazzo Gazzoli の外観と内部の近代的ホール）



を
保
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ル
ニ
の
町
の
落
ち
着
い
た
�
風
景
�
は
、

文
化
遺
産
の
み
な
ら
ず
二
〇
世
紀
の
工
業
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
工
場

跡
を
、
博
物
館
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
再
生
し
さ
ら
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・

映
画
な
ど
製
造
業
に
代
わ
る
�
創
造
産
業
�
に
再
利
用
し
、
ま
た
労
働
者

住
宅
・
学
校
等
を
も
都
市
の
�
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
の
構
成
要
素
と
し
て

組
み
込
み
、
こ
う
し
た
文
化
的
遺
産
や
産
業
遺
産
の
保
存
、
再
利
用
を
通

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
不
可
欠
な
�
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
�
を
復
興
・

再
生
し
た
�
成
果
�
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、�
T
IC
C
IH
2006�

の
主
催
者
が
テ
ル
ニ
を
選
ん
だ
の
は
、
イ
タ
リ
ア
産
業
遺
産
の
保
存
・
再

生
・
活
用
の
具
体
的
な
姿
を
�
世
界
�
に
見
せ
た
い
と
い
う
意
気
込
み
の

あ
ら
わ
れ
で
も
あ
り
、ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
そ
の
結
果
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
産
業
遺
産
保
存
の
動
き
が
、
す
べ
て
�
理
解
�

で
き
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
大
い
に
期
待
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

の
会
場
は
、
共
同
開
催
市
の
一
つ
で
あ
る
ナ
ル
ニ
︵
N
a
rn
i︶
市
の
薄
暗
い

H
e
rita
S
.G
.L
.カ
ー
ボ
ン
工
場
跡
︵
N
a
rn
i
S
ca
lo︶
倉
庫
を
使
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
︵
写
真
７
︶。
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
か
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
で
も
聞

か
せ
て
も
ら
え
る
の
か
と
勝
手
に
思
い
込
み
、
日
本
人
作
曲
家
の
現
代
音

楽
で
が
っ
か
り
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
カ
ー
ボ
ン
工
場
跡
倉
庫
を
会
場

と
し
て
利
用
す
る
の
か
、
理
解
し
に
く
か
っ
た
。
倉
庫
と
い
う
密
室
で
音

響
効
果
が
よ
い
と
言
う
事
を
見
せ
た
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
企
画
倒
れ

の
感
は
歪
め
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
突
然
の
大
音
響
に
び
っ
く
り
し
た
の

か
、�
住
民
�
の
コ
ウ
モ
リ
が
飛
び
交
う
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
当
夜
は
、7
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り
8
の
名
前
の
由
来
と
い
わ

れ
る
ナ
ル
ニ
市
街
歴
史
地
区
︵
写
真
８
︶
を
表
敬
訪
問
し
、
狭
い
階
段
を

登
っ
た
中
世
の
狭
い
部
屋
に
デ
ィ
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、
ま
た
街
灯
と
し
て

― 7 ―

（写真６ 落ち着いた雰囲気のテルニの中心街。店は10時頃開くので閑散としている。）



�
ロ
ウ
ソ
ク
�
を
か
ざ
し
中
世
都
市
の
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
趣
向
、
夜

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
慢
の
ピ
ザ
を
�
世
界
の
人
�
振
る
舞
う
の
を
本
当

に
楽
し
そ
う
に
焼
く
職
人
、
教
会
聖
歌
隊
に
よ
る
合
唱
、
村
人
に
よ
る
民

族
ダ
ン
ス
、
中
世
の
騎
士
の
鎧
を
ま
と
っ
た
村
一
番
の
イ
ケ
メ
ン
青
年
な

ど
、
共
同
開
催
地
の
ナ
ル
ニ
市
の
町
あ
げ
て
の
大
歓
待
に
、
一
同
大
い
に

感
激
し
た
が
、
ホ
テ
ル
へ
の
帰
着
は
、
ま
た
ま
た
深
夜
に
及
ん
だ
。

と
い
う
の
も
、
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
わ
り
に
、
そ
の
会
議
や
行

事
設
定
と
進
行
は
、�
イ
タ
リ
ア
�
的
と
い
う
か
お
お
ら
か
と
い
う
か
、
結

構
�
ア
バ
ウ
ト
�
で
適
当
で
あ
っ
た
。
大
体
、
会
議
や
見
学
の
全
体
の
進

行
が
、
予
定
時
間
よ
り
一
～
二
時
間
遅
れ
は
当
た
り
前
。
ハ
ー
ド
で
あ
る

が
�
ア
バ
ウ
ト
�
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
に
、
必
ず
午
前
の
一
一
時
頃

コ
ー
ヒ
ブ
レ
イ
ク
︵
ワ
イ
ン
と
ク
ッ
キ
ー
等
お
菓
子
付
き
︶、
お
昼
の
二
時

ご
ろ
ラ
ン
チ
︵
も
ち
ろ
ん
ワ
イ
ン
付
き
︶、
四
～
五
時
午
後
の
コ
ー
ヒ
ブ
レ

イ
ク
︵
ま
た
ワ
イ
ン
付
︶、
八
・
九
時
か
ら
二
時
間
か
け
て
デ
ィ
ナ
ー
︵
ま

た
ま
た
ワ
イ
ン
︶
が
必
ず
準
備
さ
れ
た
。
飲
ん
で
食
べ
る
事
を
大
事
に
し

楽
し
む
と
い
う
�
イ
タ
リ
ア
式
�
の
歓
待
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
全
体

の
進
行
は
遅
れ
に
遅
れ
、
ホ
テ
ル
着
は
早
く
て
夜
の
一
一
時
頃
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
�
ア
バ
ウ
ト
�
な
運
営
の
背
景
に
は
、
主
催
者
側

の
そ
れ
な
り
の
事
情
も
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
側
の
主
催
者
が
、
少
数
の
教

授
と
通
訳
・
院
生
を
除
け
ば
、
そ
の
多
く
が
︵
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
る
は
ず

の
？
︶
大
学
生
と
一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
運
営
を
担
っ
た
。
さ

ら
に
一
般
に
言
わ
れ
る
ラ
テ
ン
系
の
�
時
間
に
ル
ー
ズ
�
で
�
組
織
的
に

動
く
の
が
苦
手
�
と
い
う
�
豊
か
な
個
性
�
も
加
わ
っ
て
、�
Ｊ
Ｉ
Ｔ
︵
ジ
ャ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
︶�
と
�
チ
ー
ム
︵
集
団
主
義
︶�
を
�
信
条
�
と
す
る

�
日
本
人
�
参
加
者
に
は
は
な
は
だ
�
ル
ー
ズ
�
で
�
い
い
加
減
�
に
映

― 8 ―

（写真８ ナルニ市街歴史地区）

（写真７ こうもりも飛び交う HeritaS.
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る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ス
の
集
合
な
ど
を
よ
く
よ
く
見
て
い

る
と
、
予
定
よ
り
一
時
間
遅
れ
で
現
場
の
実
質
的
な
�
責
任
者
�
で
あ
る

博
士
課
程
の
�
イ
タ
リ
ア
人
�
ら
し
か
ら
ぬ
�
真
面
目
な
院
生
�
が
、
ち
ゃ

ん
と
�
最
終
的
チ
ェ
ッ
ク
�
を
し
て
彼
ら
な
り
の
�
ル
ー
ル
�
で
運
営
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
参
加
者
側
に
も
問
題
が
あ
る
。
集
合
時
間
に
ち
ゃ
ん
と
揃
っ
て

い
る
の
は
、
だ
い
た
い
�
日
本
人
�
と
一
部
の
参
加
者
か
�
お
喋
り
に
興

じ
て
い
る
人
�
ぐ
ら
い
。
だ
い
た
い
、
三
〇
分
位
過
ぎ
る
と
、
ど
こ
か
ら

も
な
く
参
集
し
、
一
時
間
ぐ
ら
い
遅
れ
て
く
る
�
常
連
さ
ん
�
が
く
る
と

�
全
員
集
合
�
と
な
る
。
四
〇
カ
国
、
中
南
米
の
�
ラ
テ
ン
系
�
の
お
お

ら
か
な
人
々
、
み
る
か
ら
に
自
己
主
張
と
プ
ラ
イ
ド
が
高
そ
う
な
フ
ラ
ン

ス
人
グ
ル
ー
プ
、�
自
由
�
を
満
喫
し
て
い
る
の
か
旧
東
欧
の
人
達
、�
お

国
柄
�
か
�
単
な
る
個
性
�
な
の
か
判
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
ま

と
め
る
の
は
、�
至
難
の
技
�
で
あ
ろ
う
。
逆
に
�
Ｊ
Ｉ
Ｔ
�
と
�
チ
ー
ム
�

プ
レ
イ
を
�
後
生
大
事
�
と
信
じ
る
�
日
本
人
�
は
、�
世
界
の
異
端
児
�

で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
た
。

四

ロ
ー
マ
産
業
遺
産
の
見
学
で
の
�
と
ま
ど
い



し
か
し
、
何
と
は
な
し
に
、
産
業
遺
産
の
保
存
・
再
利
用
に
対
す
る
考

え
方
の
日
本
と
の
違
い
、
特
に
都
市
の
�
ラ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
形
成
で

の
�
違
和
感
�
を
感
じ
始
め
た
の
は
、
九
月
一
七
日
の
日
曜
日
に
催
さ
れ

た
ロ
ー
マ
郊
外
の
工
業
地
域
で
の
産
業
遺
産
の
保
存
・
活
用
の
見
学
で

あ
っ
た
。
珍
し
く
フ
リ
ー
タ
イ
も
予
定
さ
れ
、
参
加
者
は
大
い
に
期
待
し

た
。

当
日
の
朝
、
い
つ
も
の
ほ
ぼ
一
時
間
半
遅
れ
で
出
発
し
た
バ
ス
の
車
内

は
、
ロ
ー
マ
に
近
づ
く
に
つ
れ
歓
声
が
あ
が
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
写
真
で
見
慣
れ
た
風
景
が
次
第
に
遠
の
く
に
連
れ
て
、
何
処
に

連
れ
て
行
か
れ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
様
子
に
変
わ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
テ
ウ
ヴ
ェ
レ
河
沿
い
の
ロ
ー
マ
南
部
の
�
O
stie
n
se
―

T
e
sta
ccio
工
業
地
区
�
に
到
着
し
た
。
冷
静
を
装
い
私
た
ち
は
、
ロ
ー

マ
A
u
la
M
a
g
n
a
大
学
で
、
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
開
始
さ
れ
二
〇
世
紀

に
本
格
的
に
開
発
さ
れ
た
�
O
stie
n
se
―
T
e
sta
ccio
工
業
地
区
�
の
歴

史
と
変
遷
に
関
す
る
報
告
講
演
の
講
義
を
受
け
、
そ
の
後
�
O
stie
n
se
旧

工
業
地
区
�
の
産
業
遺
産
で
あ
る
旧
M
o
n
te
m
a
rtin
i
発
電
所
の
美
術
館

へ
の
再
利
用
︵
写
真
９
︶
と
今
後
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旧
ロ
ー
マ
卸

売
市
場
跡
︵
写
真

︶
を
視
察
し
た
。

10

前
者
の
M
o
n
te
m
a
rtin
i
発
電
所
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
完
成
し
、
か

の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
も
視
察
し
た
由
緒
あ
る
発
電
所
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
彫
刻
美
術
館
に
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
現
在
は
使

わ
れ
て
い
な
い
巨
大
な
発
電
設
備
の
も
と
に
、
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
の
多
様

な
彫
刻
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
黒
い
旧
電
力
設
備
と
大
理
石
の
白
い
彫
刻

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
で
あ
る
が
、
美
術
館
と
し
て
は
変
わ
っ
た

趣
向
の
よ
う
に
も
思
え
た
。
と
い
う
の
も
、
近
代
的
な
巨
大
な
発
電
設
備

に
圧
倒
さ
れ
、
せ
っ
か
く
の
彫
刻
も
か
す
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
感
想
も
持
っ
た
。
む
し
ろ
、
な
ぜ
、
発
電
所
を
美
術
館
と

し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
再
生
・
再
利
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
い
う
単
純
な
疑
問
を

も
っ
た
。

他
方
、
未
着
工
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
旧
ロ
ー
マ
卸
売
市
場
跡
は
、

確
か
に
古
代
ロ
ー
マ
風
の
建
物
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
卸
売
市
場

― 9 ―
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（写真９ Ostiense 旧工業地区で美術館となった旧Montemartini 発電所とその内部）

（写真10 Ostiense 旧工業地区で再利用が予定される旧ローマ卸売市場跡とその内部）



で
あ
り
わ
ざ
わ
ざ
保
存
す
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ

日
本
の
参
加
者
か
ら
�
な
ん
で
も
残
せ
ば
い
い
と
言
う
も
の
で
も
な
い
の

で
は
な
い
か
？
�
と
い
う
疑
問
の
声
も
聞
か
れ
た
。
ま
ぁ
、
そ
う
言
わ
れ

れ
ば
、
日
本
で
あ
れ
ば
、
日
頃
、
さ
っ
さ
と
取
り
壊
さ
れ
マ
ン
シ
ョ
ン
か

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
よ
う
な
新
た
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
建
て
ら
れ
る

光
景
を
目
し
て
い
る
�
日
本
人
�
参
加
者
に
は
、
産
業
遺
産
の
保
存
・
再

利
用
す
る
よ
り
も
�
開
発
�
の
ほ
う
が
、
効
率
と
費
用
︵
コ
ス
ト
︶
面
か

ら
み
れ
ば
当
然
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
工
業
地
帯
の
一

角
に
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
ガ
ス
タ
ン
ク
が
骨
組
み
だ
け
残
さ
れ
保
存

さ
れ
て
い
る
姿
も
、
私
の
目
に
は
�
風
変
り
な
�
風
景
︵
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
︶
に
見
え
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
工
業
地
帯
の
発
電
所
・
ガ
ス
タ
ン
ク

や
卸
売
市
場
な
ど
の
産
業
遺
産
を
わ
ざ
わ
ざ
保
存
・
再
利
用
し
都
市
の�
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
と
し
て
再
生
す
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
、心
は
は
や
午
後
の
ロ
ー
マ
市
内
の
自
由
行
動
に
移
っ
て
い
た
。

バ
ス
は
、
私
た
ち
の
期
待
を
乗
せ
ロ
ー
マ
の
中
心
の
�
コ
ロ
ッ
セ
オ
�
の

近
く
の
バ
ス
駐
車
場
へ
。
イ
タ
リ
ア
統
一
を
記
念
し
て
一
九
一
一
年
完
成

し
た
有
名
な
�
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
レ
Ⅱ
世
記
念
堂
︵
V
itto
ria
n
︶�

を
夜
の
集
合
場
所
と
決
め
、
し
ば
し
の
自
由
行
動
へ
参
加
者
は
思
い
思
い

の
場
所
に
散
会
し
た
。
い
つ
も
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
か
ら
私
た
ち

は
、
近
く
の
世
界
遺
産
�
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
�
へ
︵
写
真

︶。
紀
元
前

11

か
ら
�
ロ
ー
マ
時
代
�
の
中
心
地
で
あ
り
、
凱
旋
門
や
神
殿
の
人
類
の
遺

産
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
こ
こ
に
カ
エ
サ
ル
︵
シ
ー
ザ
ー
︶、
ク
レ
オ
パ
ト

ラ
や
ア
ウ
グ
ス
ト
な
ど
が
い
た
の
と
同
じ
場
所
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
だ

け
で
、�
ロ
ー
マ
時
代
�
へ
の
郷
愁
と
興
奮
を
覚
え
た
。
し
か
も
、
こ
の

�
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
�
は
、
ま
だ
発
掘
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
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（写真11 ディナ会場の;ヴィットリオ・

エマヌエレⅡ世記念堂<のライトアップ）

（写真11 人類の歴史的遺産;フォロ・ロ

マーノ<）



突
如
の
猛
烈
な
雨
の
た
め
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
意
匠
の
美
し
い
�
カ
ン

ピ
ド
ー
リ
オ
広
場
�
に
あ
る
一
五
世
紀
に
創
設
さ
れ
た
世
界
最
古
の
美
術

館
で
あ
る
�
カ
ン
ピ
ド
リ
ー
ニ
美
術
館
�
内
で
雨
宿
り
。
地
上
三
階
・
地

下
三
階
の
予
想
し
た
よ
り
大
規
模
な
美
術
館
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
に
は
、
世

界
級
の
人
類
史
上
の
遺
産
が
多
く
あ
り
、
ま
だ
多
く
が
埋
も
れ
た
ま
ま

残
っ
て
い
る
。
な
ん
に
も
、
午
前
中
に
み
た
二
〇
世
紀
の
旧
発
電
所
や
ガ

ス
タ
ン
ク
や
卸
売
市
場
を
わ
ざ
わ
ざ
残
さ
な
く
て
も
と
い
う
�
気
持
ち
�

が
頭
を
か
す
め
た
。
ど
う
考
え
て
も
二
〇
世
紀
の
工
場
や
ガ
ス
タ
ン
ク
の

鉄
骨
は
、
こ
れ
ら
の
人
類
の
歴
史
的
遺
産
に
比
べ
る
と
霞
ん
で
し
ま
う
。

で
も
、
考
え
て
み
れ
ば
一
九
世
か
ら
二
〇
世
紀
の
工
業
化
の
た
め
の
工
場

や
大
量
生
産
の
産
業
遺
産
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
人
類
の
文
化
・
歴
史
的
遺

産
か
ら
み
れ
ば
こ
れ
ぐ
ら
い
の
重
み
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ふ

と
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
工
業
化
は
、
人
類
史
か
ら
み
れ
ば
人
々

に
何
を
与
え
、
何
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

夜
の
六
時
に
集
合
と
い
う
こ
と
で
、�
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
レ
Ⅱ

世
記
念
堂
�
前
に
行
っ
た
が
、
相
も
変
わ
ら
ず
、
参
加
者
は
な
か
な
か
集

合
し
な
い
。
い
つ
も
の
一
時
間
遅
れ
ぐ
ら
い
で
イ
タ
リ
ア
人
ら
し
か
ら
ぬ

�
例
の
真
面
目
な
院
生
�
が
来
て
、
や
っ
と
デ
ィ
ナ
ー
会
場
へ
。
し
か
し
、

こ
の
日
は
、
な
ん
と
�
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
レ
Ⅱ
世
記
念
堂
�
内

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
で
あ
っ
た
。
通
常
、�
記
念
堂
�
の
開
館
は

夜
五
時
ま
で
で
あ
る
。
い
わ
ば
�
T
IC
C
IH
2006�
参
加
者
だ
け
の
�
特

別
貸
し
切
り
�
で
あ
っ
た
。
こ
の
�
記
念
堂
�
は
ロ
ー
マ
の
町
並
み
が
一

望
で
き
る
こ
と
で
有
名
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
る
が
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
�
コ
ロ
ッ
セ
オ
�、�
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
�
な
ど
の
夜
景
を
堪
能

で
き
た
。
こ
う
し
た
経
験
は
生
涯
二
度
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
、
テ
ル

ニ
の
ホ
テ
ル
へ
の
帰
着
は
、
ま
た
し
て
も
深
夜
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
ロ
ー
マ
で
の
産
業
遺
産
の
保
存
・
再
利
用
へ
の
�
と
ま
ど
い
�

は
、
イ
タ
リ
ア
北
部
の
産
業
遺
産
の
現
地
視
察
︵
P
o
s
t-C
o
n
g
r
e
s
s

Itin
e
ra
ry
︶
で
、
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア

が
面
白
い
の
は
、
や
は
り
ロ
ー
マ
の
よ
う
な
大
都
会
で
は
な
く
地
方
の
中

小
都
市
に
あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ
ン
グ
レ
ス
ツ
ア
ー
で
見
学
す
る
こ
と
と
な

る
プ
ラ
ト
︵
P
ra
to︶
や
ブ
レ
シ
ア
︵
B
re
sia︶
で
の
産
業
博
物
館
の
活
用

に
よ
る
地
域
活
性
化
、
世
界
遺
産
ク
レ
ス
ピ
ダ
ッ
タ
︵
C
re
sp
i
d
’A
d
d
a︶

な
ど
で
の
�
カ
ン
パ
ニ
ー
タ
ウ
ン
�
の
保
存
に
よ
る
地
方
都
市
開
発
、
さ

ら
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
︵
G
e
n
o
v
a︶
や
ツ
リ
ン
︵
T
o
rin
o︶
な
ど
で
の
産
業
遺

産
の
保
存
・
再
生
に
よ
る
大
規
模
な
都
市
再
開
発
。
こ
れ
ら
一
九
・
二
〇

世
紀
の
産
業
遺
産
は
、
テ
ル
ニ
と
同
じ
よ
う
に
、
地
域
の
�
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
�
の
再
生
や
都
市
の
�
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
�
形
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
、
別
の
意
味
で
ロ
ー
マ
で
の
人
類
史
の
世
界
的
遺
産
と
同
じ
ぐ
ら

い
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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